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⽬的 HPC向け標準ベンチマーク集SPEChpc 2021のスケーラビリティを明らかにする．
内容 SPEChpc 2021 MediumスイートのMPI+OpenMP並列版およびMPI+OpenACC並

列版をSQUID上で⼤規模実⾏し，スケーラビリティを調査した．
結果 ベンチマークにより並列化効率に差はあるが，今回試験した128CPUもしくはGPU

までスケーリングは良好であった．SPEChpcは強スケーリングであるため，⼀部の
ベンチマークではキャッシュに起因するsuperlinearな⾼速化が確認された．また，
数百ノード規模の⼤規模な実⾏ではMPIプログラムの起動オーバーヘッドやMPI通
信時間が実⾏時間に⼤きく影響することが明らかになった．特にGPUでは
GPUDirect RDMA機能の有効化が通信の⾼速化に重要であった．
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